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（

論

誂
）

0
日
本

崖

擬
蟷
螂
科
の

研

究
　
（

中

原
）

●
日

本

産

擬

蟷

螂

科
（

ソ

罫
募
覧
8

）

の

研

究

　

本

邦
の

擬
蟷

螂
科
に

就

き
て

研

究
の

結
果
の

發

表
せ

ら
れ

む

も

の

は
、

一

九
一

〇

年
三

宅
理

學
士

が

五

種
を

掲
げ
ら

れ、

つ

い

で

岡
本

農
學
士
が

十
二

種
を
記
さ

れ
セ

る

も
の

と
、

そ
の

以

前
に、

園゚

屮
角

き
H

隻）
H

塁

毳贐

松
村
博

士、
H
」°

2
芝
訟

の

三

氏
が

各
一

種

つ

ダ

記
載
せ

ら

れ

た
る

斷
片

的
の

記
事
あ
る

に

過
き

宇
。

此
等
の

諸

氏
の

種
名
全

部
を

合
す
れ

ば
、

十

四

種
ご

な
る

譯
な
れ

こ

も、

不

幸
に

し
て
、

種
々

な
る

事
情
の

下
に
、

異
名
同
物
ご

看

微
さ

る

可

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
…

き

も
の

發
見
せ

ら
れ、

夊
從
牽
使
用
む

來
れ
る

學
名
の

不
當
な

る

事
明
に

な
れ

る

に

依
り、

多
少
種
の

數
を

減
じ

得
る

ご

共

に、
一

方

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

に

は

新
ら

し
き

發

見
に

よ

り

種
の

數
の

増

加
を

來
す
に

至
れ
b

。

　

余
は

昨
年
の

夏
以

降
少
し

く

硯
究
6
來
り

む

事
項
を
一

括
し

て

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
…

竝

に

報
告
せ

ん

ご

欲
す
る

も

の

な
る

が、

廟
め

に

當
り
一

言
す

可

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
へ

き
は、

理

學
士

三

宅
恒
方
氏
の

御
厚
意
に

よ
う

東
京
農
科
大
學
の

「

マ

ン

チ

ス

パ

」

の

探
集
品

を
檢
む
得
て

非
常
に

好

都
合
な
り

し

事

ご、

此
文
を

公
に

す
る

に

就
て

飯
島
愽
士

よ
り

賜
b
陀
る

忠

言
の

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
一

大
い

に

有
釜
な

り

し

事
な
う

。

　

　

　
●
Q

聲
羣

き
ミ、
ミ
§

き旨
鼕

9
宀

ン

ζ
o
目、
ρ

　

　

　

　
Σ

Go
冒，
ン
ゴ

篳

竇
广

×
×

渚
く

ヌ
客一“°
一
ρ

ワ

翼
ご】
（
一
〇

＝
γ

　

頭
部
常
形、

觸
角
細
く

し

て

蓮
鎖
状

。

前
胸
は

細
長
く、

中
肢

及
び

後
肢
の

爪
の

先
端
は

普
逋
四

乃
至
五

個
の

齒
に
て

絡
は
る

。

一

〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

中

　
　

原

　

和

　
　

郎

　

前
後
翅
共
徑
室
は

稍
康
く

、

五

個
以

上
（

八

個
以

上
の

も
の

を

見

一
　

出
し

得
す
）

の

徑
室
に

分
陀

れ
、

前
翅
第
一

室
は

二

或
は

三

個
の

〜

徑
小

脹
を

放
出
し、

後
翅
の

副
中
廠
ご

内
縁
賑

稍
遠
く

離
れ
て

、

一一
　
一

個
の

横
賑

に

よ
り

結
合
せ

ら
る

。

〃
　
　

此
屬
は

日

本
よ
り

記

載
せ

ら
れ

し
二

種、

倒
潔

§

§
默

瞋
丶

§

壽
，

〜
　
§
ま
調

（

它
》
〜

ム

巴

及
び

畄

§
卵

§

§
憩
9

苳

§

蠹
（

髯
屠

裟
国

）

に

よ

り

　

代
表
せ

ら
る

よ

も
の

な

り
。

極
め

て

宕
暮
瀞
冨

屬
に

類
似
せ

る

も、

徑
室
の

數
前
翅
に

甚
だ

多
き
に

よ
b

區
別
す
可
し

。

（

一

）

カ
マ

キ
リ
モ

ド
キ

　
　
　
　
時
亀

§
箋
嵩

諭
ε
ミ
3
§
h

暮
（

謡
同

照
固

醤
団

）

　
　

強
ミ
ζ
§
ミ

ミ
μ
目

員
♪

崟
 
皀
崋，
っ

鳬’
〉

碧
H

営
字

φ
三
く・
月
つ

ξ
。

レ
『

。

冒

　
　
　…同
翼
9
こ。

ら．
聟
O一
口曾
×

員
｛
封
隠．
典

夛
這｝）・

や
（一
〇
HO

）・

　
　

辜

…
馘

ζ
自

ミ」
ミ
・

9（
護
6
彡
国

8
ピ

》

ロ
押

望
薯
図
〆
く
H

炉

男
N・
同

O

も．

　
　
　
凶

O
屮一
CO
一

ご

　

余
は

末
だ

本
種
を

見
る

の

期
な
し

。

甞
つ

て

江

州
伊
吹
山
に

て

捕
獲
さ

れ、

そ
の

標
本
は

目
下、

岐
阜
の

名
和
昆

蟲
磅
究
所
に

保

存
せ

ら

る

ご

云

ふ
。

　
　
　
（

二
）

キ
カ
マ

キ
リ
モ
ド
キ

　
異
名
才

ホ

キ

カ

マ

キ
リ

モ

ド

キ

　
　
　
　
鵠
§
嵩

§
气

書
茎
、
陶

§
謹
§
菱
竃

（

顕
b
ぐ
ト
砿・

）

　
　

寒り舳
こ

4
ミ
、
ミ

…［
ミ

ミ

罫
く

塑
づ
臼｛
白尸
」
。

夛

屍

舞・

9p
自

」
。

9
。

拝

望

》
円

ρ
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　｛
碧

顕
5
＜
o
鬥

ノリ
朝り
甥
o

」

ρ

℃

」
Q。

01

（一
〇

8
γ

　

ミ
§、〜
ζ、
；、（
ミ、一
こ

峯
見
匕肖鬮・】°
 

o
ゴ

篝゚

OoH

一．
レ

η

戸

目

57d

ヨ
ゴ

ロ
3Q5

、
P
＜
o】‘

　

　
F
堵
p
ω．
勹

』
嵩→

＝「
図
→「
な
茸
∫

押

ぎ
b
ごu
や

ス
一
〇

；）冒

　
丶’−
蹇
ミ

ミ

こ
ミ

萇曜・
こ剤
こ
（
▽鬥｛
ヨ

三^
」

N^

乏「
〉一
蚕’
一
£9
×
×

以
’ー
コ曽

翆．孕

三゚

歹

　

　
ロ

9
ρ
（一
〇

＝
）

　
  
§、
§
こ

遣

ミ

ら・
≒ー
ミ・
ミ．
○
開

匕翩
c尸
P
」
二β一

マ

8
卸

　
丶ら
こ

こ

ミ
こ

こ

｛
こ

丶
こ

こ

こ

ミ、
こ

こ

×
＞

7
冫

＝

二晦
ン’
N冖
三’

嵩
二

等

（
動
學
物

雜
丑
酬∀
ノ‘
c一゚

　

　
×

×

フ「”
乞
o

』
Q 。

一u
｝
！

旨
ヨ

｛…
鴇’
一
　
朗
〔
に）
冨
γ

本

種
に

就
て

は、

本
誌

本
年
亠

ハ

月
號
に

詳

記
せ

り。

　
　
　
●
Qo

罠
諱

鳶
§
誉
N

鼕

ゴ・一・
三］

曇

　
　
　
＜
°

葺
」

診
学
耳

鬥》冒．
三
罷

蓉

諺
を
」
⇔

P
（一
繍

8
ソ

　
　
彡、

嵳・
ぎ
ヨ

ニー
簍
讀
］

彦゚
融

。

。

』
婁】
』・・
≦

零

こ
も．
ヨ

旨
ヨ噛
（

曩
凶｝°

　
　
ゴ『
〉「
出
三
ゴ

　一
b
畧
　
亀
　
多
二

功

墅．【い
ご】
デ

Z（ゾ
＝

き

嘗亀、
ぎ

耋
H

塁゚

ρ

白呷
｝
W

弓

…

警

　
　
　
ツ屆卩一
牽一一
三

｝．冖
「

ド一−
℃

巴
瀞
（一
⊃。

い［
W〕．

　
　
目
z

三一“
≡」｝
自

7
詔
o

寒’
目

艮^▼
巨．
S
皀

r7

 
＝・一
上
罫
噛一
筑

」−
（
5一
〇）「
（
コ9

暮
720

昌

　
　
』

詮
こ

こ

屯、
ミ

匪
2
じ
需

凄

p

岩
三‘
Q慶
二

π
岳゚

」、、、
ミ

〜
ミ

H

＝・
二

匿
z一）
乞
亭．

睾
己゚
）

　
　
　
（）
至

ぎ
 

p

蔘
。一．

弩
⊇

等
（
動
物
學

雜
誌）
〈
c
ピ

ズ

ヨ
押

翆
9

譽
P

ヲ

塞、
一

　
　
　
訣
跨

］−
〔
一
旨
OY

　
大
騁

前
屬
に

等
し

《、

前
胸
に

刺

毛
及
び

前
胸
片
を
有
せ

牽
。

前
肢
の

躅
節
に
一

爪
あ
れ
ざ
、

脛

節
第
一

節
の

距
ご

爪

聞
の

板
ご

を

缺
ぐ

。

中
肢
後

肢
の

爪

端
は

四

齒
に

分
る

3
も、

多
少
の

例
外
は

あ

る

も
の

よ

如
し

。

兩
翅
徑
室
は

廣
く
（

前
屬
に

比
す
る

も

稍
廣

む
〉

、

徑
室
の

數
は

例
外
な

く

三、

前
翅
第
一

徑
室
は
一

乃
至

二

個

の

徑
小

蹶
を

放
出
す

。

後
翅
第
二

副
中
賑
ご

内

縁
脹
ご

は
一

點
に

於
て

相

接

す
る

か
、

或
は
相

癒
合
す
る

か、

或
は

甚

だ
短
少
な
る

横

（

論

　
　

設
）

　
○

日
本
崖

擬
蟷
螂

科
の

研

究

　
（

中
原
）

　
脹
に

よ
b
結
ば
る
。

　
　
冒・

ぎ
壽
日
袰

氏
は

本
屬
を

第
一

徑
室
（

前
翅
）

よ
り

放
出
さ

る

　
る

徑
小

賑
の

數
の
一

個
な
る

か
、

二

個
な
る

か

に

よ
り、

之

を
二

っ

　
の

亜

屬
に

分
て

り
．

〜

　
　

徑
小
版

數
一

…
…
○。

毎
聆

2
ノ゜

§
“〜、
塾

言
ミ

巳
身

目
穹・

　
　
　
徑
小

脈

數
二

…

…
：

恐
β
｝

養

魯゚

§
ミ
算
§
HH

曽し
峯
国

団゚

　
　

岡
本
農
學
士
は

徇
旨

ざ
甲

駐
誉

§

亜

屬
の

者
は

鼠
§
勢
寒
の

　

も
の

よ
り、

遙
か

に

小

形
な
る

を

附
け

加
へ

ら
れ

た
り

。

　
　

然
る

に、

此
の

二

の

點
の

み
に

て

は
、

そ
の

何
に

屬
せ

し
む

可

　

き

も
の

な
る

や

を

見
分

く
る

能
は

ざ
る

塲
合
あ
り。

次
に

遶
べ

ん

　

ピ

す
る

ヒ

メ

カ

マ

キ

リ
モ

ド

キ

の

如
き
は、

岡
本
學
士
は

明
か

に

　

§
§
暗

殺
き

の

方
に

入

れ
ら

れ
・
し

も、

余
の

標
本
中
に

は
、

前
翅
第

　
一

徑
室

に

於
て、

唯
一

個
の

徑
小

漲
を

放
出
せ

る

も
の
、

即
ち
明

　

か

に

ミ

§
默

竜
ミ
象

に

入
る

可
き

性
質
の

も
の

二

個
あ

り
。

そ
の

　

大
い

さ

に

就
て

見
る

も、

本
種
は

體
長
及

前
翅
長
比

較
的
大
形
の

　

も

の

に

於
て

一

四

粍、

前
翅
の

幅

及
び

前
胸
の

長
さ

四

粍

位
な

　

る

に

身
爵

畢
舅

氏

が

小

形
な
る

可
き

（

岡
本

民
に

よ
れ

ば
）

　

起
§
黥

趁
ミ
象

亜
屬
の

中
に

記
載
せ

る

ミ
寒
§

謹
ミ
q

§
］

翕
u
国

ヨ’

　

の

如
き

は、

體
長
一

五

粍、

前
翅
長

＝
二

粍、

前
胸
長
四・
五

粍

も

あ

｝
　

り。

反

對
に

大
形
な
る

筈
の

鳶
§
瓢
鄭

轤
象

亜
屬
中
に

は、

體
及
び

　

前
翅
の

長
さ

入
・
五

粍
雨
胸
長
二

・

三

芬
の

二

粍
に

過
ぎ

ざ
る

　

蜜．

　
N

ミ

暮
§
S
国
宕
り
孱

賓・’

の

如
き

も
の

あ

り
。

　
　

之
に

よ
り、

余
は

本

屬
を
二

亜
屬
に

分
っ

こ

ご

を
全

く

無
意
味

　

な
り

ε

云
ふ

に

憚
か

ら

す
。

少
な

く
ざ

も

斯
の

如
き
小

區
劃
の

全

一
一

Ψ
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（

詒

　
　

鼠
）

　
O
日
本
産

擾
蠏
螂

科
の

研

究
　
（

中
原
）

然
不
蟲
要
な

る

を

斷
言
せ

ん
ピ

す
。

　
日

本
に

産
す
る

種
に

就
て

は
、

岡
本

學
士
は

三

種
ピ

認
め

ら
る

る

も、
・
余
は

次
の

二

種
な
る

を

信
せ

ん
ビ

す
。
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三
）
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（
動

物

擧
雜
誌
〉

＜
oH

°
×

X
一

H．
賭
o°

　
国

＄「
》

器
ρ

コ’
×

＜
豎．
訪

鶤¶
¢、
φ−
〔一
曽
O
ご

O
冤
戸

崗

自
ρ

8
ε】う
ン

鬟．

6°

　
〆
×
図
刈

自咽
翼
巨

μ

9
フ

毬
 

（
δ
一

ご．

§
ミ
露
§

ミ
ミ
こ

謡

ミ
き

寓

乙．
塁
葺
コ

窪“

爵
ヱ

＝

三゚

一
≧
」肺尸

｝》．
〔
日

本
釜

蟲
目
録）

　
同）
』
¢
（
お
O

ご

　

ミ
ミ

鼠

羹
ミ

の

松
村
博
士

の

記

載
は

極
く

簡

軍
な
る

も、

三
宅
學

士
は

、

先
づ

之

に
一

致
す
る

東
京

農
科
大
學
の

一

標
本
を

研
究
せ

ら
れ、

、

§
§軋
§

こ

の

間

に

種
の

差

異
を

發
見
・
し

得
ざ

る

を
以

つ

て、

そ
の

精
し

き
記

載
の

出
つ

る

日

ま
で
、

之
を
丶
忌
。

ま
鬟

の

筈
霞
霽
艮

け
同

三

ε

な

す
ε

云

は
れ

た

り
。

　

岡
本
學
士
は
へ

ぎ
蔑

ミ
登

を
詳

細
記

載・
し、

翅
賑
の

構
造

、

緑

紋
の

色、

腹
部
の

斑
絞
等
に

よ

り

別
種
ご

認
む
る

歯
を

記
さ

れ
た

り
。

然
れ

ご
も、

此
等
の

諸
點
の

中、

翅
賑
の

構
造
は

起
§

ミ
竜
9

一
二

　

屬
中
の

二

亞
屬
の

條
に

邇
べ

だ

る

如
く、

余
は

之

を

認
め

す
。

繰

　

絞
の

彩
色
に

は

變
化
あ

り
、

甞
て

記
せ

む

如
く、

矢
野
理

學
士
よ

　

b
得
セ
る

東
京
産
の

標
本
の

如
き

著
む
く

黄
色
の

も

の

す
ら

め
b

　

陀
れ

ば、

之
に

よ
り

區

別
を

立

つ

る

を
得
す

。

腹
部
の

斑
紋
に

も、

　

到
然
か

る

區
別
の

認
む

可
き
な

む
。

蜜

5H
・

乙
霊・

該
氏
巴

岡

本
氏

ゼ
の

記

載
を

比

較

芸
も・

此
所
ぞ

愚
は
る

る

點
な
く

・

蚤

…

際
に

於
て・

鼕
の

新

讐
ら
ざ
る

鷺
腹
部
の

靉
の

蕚

…

不

躁
な
・

は

妻
笠

罷

轣
縫
羃
鬟

舞
難

…

頭
部

蠱
亀
薑
耋
赭

蓬
下

鬟
小

腮

鬆

饕

　

褐、

そ
の

先
端
は

暗
褐
を
呈

す
。

顔
に
一

條
の

黒
帶
を

縱
走
し、

後

…
　

頭
よ
り

上
唇
に

逹
す

。

後
頭
に

は

暗
褐
斑

あ
b。

頭
頂
に

は
一

黒

…
　

斑

紋
を

有
す、

そ
の

形
は、

不
正
四

角
形
の

も
の

多
き

も、
中
に

は

一
　

蝠
蝙
の

翼
を

擴
げ

控
る

が

如
き

形
の

も
の

も
あ
り

て

變
化

多
む

。

…
　

觸
角
は

約
三
十
節、

基

部
は

暗
黄
乃
至

赭

黄

他
は

黒
褐
乃
至

黒

　

色
を
な
す
。

前
胸
は

極
め

て

細
長
く
、

暗
褐、

淡
き

赭
黄
乃
至

黒

…
　

褐
、

前
膨
部
は

淡
き

赭
色
乃
至

黒
褐
色、

左
右
に

各
一

個
の

黄
色

伸
　

或
は

暗
黄
紋
を

裝
ひ、

そ
の

後
方
に

黄
色
の

二

小

紋
突
超

を
有
す

。

　

中
胸
及
び

後

胸
背
面
は

淡
赭
色
乃
至

董
褐
色、

そ
の

前
方
は

黄
色、

　

稜
斌
部
及

び
後

稜
朕
部
は

黄
色
乃
至

暗
黄
色
を

な

す
。

前
肢
淡

黄、

　

腿

節
は

暗

褐
、

そ
の

内
側
は

黒
褐
色
を

な

す
も
の

多
し

．

鮒
節
及

　

び

後
肢
脛

節
は

そ
の

先

端
の

部
分
の

み

暗
褐
を
な
せ

り
。

中

後
兩

N 工工
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肢
は

黄
褐
乃
至

淡

黄
褐

。

爪
の

先
端
は

何
れ
も

四

齒
に

分
る

。

翅

は

透
明、

賑
は

黒
色、

前
縁

．

副

内

縁
及
び

徑

脹
は

黄

色

或
は

暗

黄．

繰
紋
は

暗
橙
色
乃
至

血
紅
色

。

前
翅
前
繰
室
に
亠

ハ

乃
至

入

個

の

横
脈
を
有・
し、

第
一

徑
室
よ

b
は
一

或
は
二

個
の

徑
小
賑

を

放

出
し、

後
翅
に

あ

り
て

は
、

殆
ん

ご
常
に

二

個
の

徑
小

脈

を
出

す
。

第
二

徑
室
よ

う
は

、

兩
翅
共
に

二

叉
は
三

個
を
放
出
す

。

全

翅
男

く
淡
き

紅
緑
を

放
射
す

。

腹
部
の

斑
絞
に

は

變
化
あ
れ

ご、

腹
背

は

黄
色
乃
至

暗
黄
色、

中
央
に

細
き

暗
褐
帯
を

縱

走
す
れ
ご
、

標

本
に

よ

り
、

黒

褐
或
は

黒
色
に

近
か

く
、

太
き
こ

ビ

多
し

。

各

腹

節
の

後
部
は

此
の

線
ε

同
色。

腹

面
は

黒
褐
或
は

少
し

之
よ
b
淡

し。

雄
の

腹
部
末
端
に

類
似
橢
圓

形
の

附
屬
物
二

個
あ
b
て

黄
色

を
呈
し、

そ
の

先
端

及
び

内
側
は

褐
色

乃
至

暗

褐
色、

そ
の

下
方

に

大
な
る

ボ

ー

ト

形
の

附
屬
物
を

具
ふ

。

　
　

體
長、

八
ー

一

四
・

五

粍

　
　
前
翅

長
、

一

〇

1
一

四

粍

　
　

前
翅
幅、

三
−

1

四
粍
　
　
　

前
胸
長

、

四
粍

内
外、

　

分
布

。

本
州、

九
州

。

　

余
は

東
京
産
の

も

の

を

藏
す

る

の

み

な
れ

ご、

東
京
農
科
大
學

に

あ
る

磐
城

産
の

も
の

を

見
る

を
得
た
b。

樹、

男

影、
国

瀏

氏
は

横

濱
に
、

矢
野
理

學
士
は

九

州
霧
島
山
に、

新
渡
戸
氏
は

青
森
に、

そ
れ
ぞ

れ

捕
獲
せ

ら
れ

た
b
ビ

云
ふ

。

（

四
）

　
タ
イ
ワ
ン

チ
ビ

カ
マ

キ
リ
モ

ド
キ

　
　

野
旨
噛

蔚
鴬
自

誉
暗．

§
龕
象

畧
喬

ヨ
b
同
 

6
冨
唇

＝
←

（

噌
）

』
』

鐸『
鐸

審
憶

昏

　（
遼
冨

§
笥偽
憶

禹』
庸

）

丶
O、．
ミ
O
町

ロ

置

自

　

冒
b
円
oワ

d
客
φ

国
卜層

○
閑
臣

寓
O
日

O矯
　
NOO

一゜

（

詒
　
　

説
）

　
○
日

本

産
擬
蟷
螂

科
の

研
究

　
（

中

原
）

　
　

　
呂
贄

寧
（
動
物
學

雑

誌）
づ
o
尸

姻

×
H
円

 
ρ
b。

Φ
切

も゚

訟
¶−
弓一’
網
く
H

酬

め

篳

“

の−

　
　

　

葛
Ho

ご

O
国

蓬
Q
日

PN8

尸

》

疑。
口

屮

×
×

×

〈

員

写
」
 ”

や

障

嘗
1
 

q。−

　
　

　（一
〇
一

ご．

　
余
は

未
だ

本
種
を

見
る

を
得
ざ
れ

こ

も、

勺

巨
言
営
5
ρ
oQ
弼

ヨ
畧
髷

等
に

産
す
る

ミ

§
鮎

愚
象

〜

器
§
§

薹

気

耄

歩
（
竃

婁゚

ぎ
」
p

冩
爭
房
OO

げ
⇒
9”

く
〇
一゜
刈゜

弓゜
虧
『

O、
一

〇
〇

〇9
）

に

罪
愚

吊

に［

似
ハ

κ
L
リ。

　

む
・
し岬
り

記

事
の

み

に

て

は、

そ
の

差
異
の

果
し

て

有
う

や

否
や

を
さ
へ

辨

じ

難
き
程
な
れ

ば、

遠
か

ら
す

し
て、

多
少
學

名
の

變
更
を
見
る

に

至

る

こ

ε

墨

信

す
。

余
は

誉
『

§

9
§

曇

を
N

蓑
§
§
塾

の

變
種

ご

な

せ

ば、

或
は

適
當
な

ん

ご

思
へ

ご
、

未
だ

實
物
に

接
せ

ざ
れ

ば
、

疑
を
存

し
て

前
出
の

名
稱
を
用
ふ

る

こ

ご

3
せ

り
。

　
本
種
は

松
村
博
士
に

よ
り、

臺
灣
南
部
に

約
十

頭
得
ら

れ
し
由。

　
　
　

●
Oo
口

塁

9
刷

羹
§
爵〜
ミー

国
翆

り
国
賢

目

団

瑟゚

　
　
　
　
op8

峠庁
轡
ロ

8
日。
憧

民
庁

こ

耳

二。

⇔

ρ
（
6一
〇

〆

　
　
O
擘
弍

建
o一
Noo

尸

翼

養
（
動

物

學
雜
誌

為
oH
噸
図

図

鐸
賭
o

』

＄
も゚
 

蘭

伊
〔

§
O）．

　

頭
部
は
一

般
の

形
に

し
て
、

顯
著
な
る

點
な

し、

前
胸
は

あ

ま

も

長
か

ら

す、

や

麦

細
し

。

觸
角
は

左
ま

で

長
か

ら

す
、

連
銷

状

を
な

す
。

前
膨
部
は

甚
だ

大
き
く

顯
著
な

り
。

中
肢
及
び

後
肢
の

爪

端
は

。

四
乃
至
七
個
の

齒
に

分
る

。

ミ
象

ミ

愚
優

屬
に

比

し、

三

角
室
は

大
。

徑
室
は

爾
翅

共
に

狹
細、

徑
小
脹
の

數
多
し

。

前
翅

第
一

徑
室

は

三

乃
至
五

個
の

徑
小
賑

を
放
出
し、

後
翅
第
一

徑
室

よ

り

も、

三

乃
至

五

倒
を
放
出

す
。

前
縁
室
は

狹
く

、

前
翅
に

於

て

は

そ
の

數
十
個
に

逹
せ

ざ
る

も
の

多
し

。

此
等
は

皆
叉
歌
な
る

幽
三
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（

論
　
　

説
）

　
○

日
本
産

擬
蟷
蛾

科
の

研
究
　
〔

申

原
）

こ

ご

な

し
。

後
翅
の

内
縁
脹
ε

副
中
脹
ピ

の

距
離
は

比

較
的
大
に

・
し

て
、

長
さ
一

横
脹
此
の

爾
者
を
結
び

付
く

。

　
本
属
の

種
は

少

數
な
る

が、

そ
の

多
く

は

H
本
及
印
度
地
方
に

産
し

、

他
の

少

數
は

髯
。

図凶

β
O
⇔

ぎ

等
の

中
央
亜
米
利

加
に

發

見
せ

ら
る

。

臼

本
に

産
す
る

も
の

左
の

五

種
あ
う
。

＼

　
　

ー
ノ

嶷
蕪

（

五
）

ト
ビ

カ
マ

キ
リ
モ

ド
キ

1− ｝ tfカ マ キ リ モ ド キ（約 三 倍 ）

2一 同上 の 肢先端　　（約三 〇倍 ）

　
　
　
　
《
醤

暫
嵩
自
6

宝
§
袋

硫
零

ミ
舳

龕
⇔

袋ゆ
硴

辱
゜

冨
e4
、°

　
頭
部

赭
黄
色、

額
片
に

二

黒

條
あ
り

。

小

腮

鬚
及
び

下
唇
鬚
は

赭
黄
色

。

額
及
び

頭
頂
は

光
澤
あ
る

淡
黄
褐
色

。

觸
角
後
方
よ
り

複
眼
の

内
側
に

沿
ひ
、

淺
き
二

縱
溝
あ
う。

後
頭
は

暗
黒
色
を
呈

一

四

　

す
。

觸
角
は

二

十

節
よ
り

多
む

（

先
端
の

數
節
破
損
せ

b
）

。

長
さ

頭

　

長
の

約
二

倍。

基
節
暗
黄
色、

他
は

黒

褐
色
な
り。

前
胸
は

黒
色、

　

多
く
の

横
皺
あ
り。

前
膨
部
は

黄
褐

色、

そ
の

前
縁
頂
上
は

黒
褐

　

色
．

中
胸
及
び

後
胸
は

赭
黒
色

。

稜
朕
部・

後

稜
駄
部
は

共
に

黄

　

色
。

前
肢
は

赭
色

。

そ

の

腿

節
及
び

轉
締
に

は

暗
黒
の

微
點

多
・
し

。

　

鮒
耽

即・

脛

節
及
び

腿

節
の

内
方
は

黄
褐
色

。

基
節
の

外
側
は

暗
黄

。

　

中
肢
蓮
び

に

後
肢
は

淡

赭
色
を
呈
し、

脛

節
の

み

暗
黄
色
を

な

す
．

　

翅
は

透
朋

。

翅
脈
は

帯
褐
黄
色

。

前
線
よ

り

中
央
外
方
に

亘
b、

　

廣
く

淡
褐

色
の
一

帶
を

有
す

。

緑
紋
は

稍
々

廣
く、

精
褐
橙
色
な

　

う
。

前
翅

前
繰
室
に
一

個
の

横
版
あ

り
．

第
一

徑
室
は、

前
翅・
後

…

爨
に

三

個
の

祭
版
を

螯
桜

第
二

徑

篷
於
て

は
、

前
翅

　

に

あ
っ

て

は

三

個、

後

翅
に

あ
つ

て

は

二

個
の

脛
小

脈
を
放
出

す
。

　

内
緑
脈
は

前・
後
翅
共、

そ
の

先
端
に

於
て

叉
状
を
な
さ

す
。

腹
部

　

は

黄
色、

之

に

少

し

褐
色
を
帶
ぷ

。

各

腹
節
め

後
部
は
一

般
に

黒
色

　

な
る

を
以
つ

て
、

鮮
明
な
る

黒

帯
を
な
せ

b。

一
　
　

髓
諸
部
の

長
さ

は

左
の

如
し

。

…
　
　
　

體
　
長
　

　
一

〒
五

粍

　
　
　
　

前
翅

長
　

　
一

一

粍

　
　
　

前
翅

幅
　
　

　
　
三

粍
　

　
　
　
後
翅
長

　
　
一

〇

粍

｝
　
　
　

前
胸
長
　
　
　
二
・

五

粍

　
　

本
種
は

記
載
の

み
に

て

見
れ

ば、

次
に

記

す
ク

ロ

ク

ビ

カ

マ

キ

　

リ

モ

ド

キ

O

§
§
ミ
ミ

浮

＆

婁蘭
ミ

§
o

蔘

否
8
に

酷
似
せ
る

　

も

翅

脈
の

構
造、

翅
の

斑

紋
及

び

色．

大
さ

等
に

よ
う

全

く

異
な

　

る
。

そ
の

他
に
、

此
種
に

近
似
の

も
の

一

つ

も
あ
る

こ

ε

な

し
。

　
　

余
は

只
一

九
〇
七
年
九
月
十
七
日
に
、

丼
口

宗
卆
氏
が

播
磨
の

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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久
崎

村
地
方
に

て

捕
へ

た
る
一

匹
の

唯
を
有
す

る

の

み
。

極
め

て

稀

な
る

も
の

に
・
し

て
、

未

だ

他
に
て

發

見
せ

ら
れ

し
を

聞
か

す
。

（

亠

ハ
）

ク
ロ

ク
ビ
カ
マ

キ
リ

モ
ド

キ

A
醤

譜
嵩
魯
亀
』

鳥

籍
自

さ
含
“

薯
』

遭

富
聖

ミ
喬

⇔
嘱

貞

舞

護
O
甫

⇔°

　
　
Q

§ざ
毳

ミ
ミ

ミ
學、
§
ミ、
ミ

O
国
〉

§−
δ曽
8・
三’

宮
ρ

駒’
（
動
學
物

雜
誌）

＜
。一゚

　
　
　
賊

区
コ．
窯
o

』
審゚
．

M

』
皀
λ

巳
δ
ご
（
）
H【
監【〔
二
c

魯
oo

】°
臣
昌
評

ビ

9
諸

区
×

＜「
ン

　
　
　
『
弓“
峯噌
歹

答
9
（〕
O
一

ど噛

　

頭
部
淡

赭
黄、

口

部
は

褐
色、

顏
に

二

個
の

黒

色
條
横
走

す
。

そ

の

上

方
の

も
の

は、

觸
角
基
部
に

逹
せ

り
。

　一

黒

横
條
は

後

頭
に

も

現
は

る
。

觸
角
は

約
二

十
八

節．

基
部
は

黄
色、

先
端
は
や
主

淡

色
。

前
胸
は

黒
色

。

但・
し、

標
本
に
ょ
り

稍
淡
色
に
・
し

て

茶

褐
色
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

呈
す
る

も
の

あ
り。

前
膨
部
は

黄
色、

そ

の

前
縁
は

黒
色
な
b

。

中

胸
に

近
か

き

部
は

少
く

黄
色

、

中・
後
兩
胸
は

背
部
暗
褐
色、
稜

朕
部

並
び

に

後
稜
状
部
は

黄
色

。

肢
は

淡

揚
色、

前
肢
脛

部
は

黄
色、

腿

節
の

申
央
は

廣
く

黒
褐
色
を
な

す
。

中・
後
兩
肢
の

爪
の

先
端
は

五

個
の

齒

に
て

終
る

。

翅
は

透
明、

前
縁
に

沿
ひ

濃
厚
な

る

琥
珀
色
帶

あ
り

。

前
角
の

駈
に

て

面
積
大
な

れ
ゼ
」、
】

般
に

極
く

鮮
明
に

し
て
、

色
美
麗
な
b

．

翅

幅
の

數
四

分
ノ

一

を
占
む

。

繰
紋
は

暗
黄
褐。

翅

脈
は

更
に

少
く
黒
し

。

兩
翅
に

於
け
る

第
一

徑
室
は

四

個、

時

に
一

翅
の

み

三

個
の

も
の

あ
b

。

前
翅
前
縁
室

に
は

八

乃
至

九

個
の

横

脈
あ
り

。

前・
後
翅
共
に

そ
の

内
線
脹

先
端
に

於
て

叉
状
を

な
せ

り
。

腹
部
は

黄
色、

鮮
明
な
る

黒

帶
あ
り

。

雄
の

腹
端
上

部
に

短
か

き

黄
色
の

附

屬
物
あ
り
、

そ
の

先
端
黒
褐
乃
至

褐
色
な

b
。

（
論
　
　

諡
）

　
OE

本
産

擬
蟷
螂

科
の

研

究

　
（

申

原
）

　
　
體
長

、

　

＝
ニ

ー
一

四
粍

　

前
翅
長、

＝
マ

五

ー
一

四

粍

　
　
前
翅
幅、
　

三

−
三・
五

粍

　
　
前
胸
長

、

　

三・
五
−

i
四

粍

　

本
種
の

標
本
は

雌
雄
三

個
東
京
農
科
大
學
に

保
存
せ

ら
る

。

中

二

頭
は

種

子
島、

他
の
一

頭
は

屋
久
島
の

産
に

む

て、

何
れ
も
ハ

ブ

ツ

氏
の

探

集
に

係
る

も
の

．

余
は
三

宅
理

學
士
の

御

厚
意
に

よ

り、

之
等
の

標
本
を

檢
す
る

を

得
た
b
。

（

七
）

ヒ
メ

ツ
マ

グ
ロ

カ
マ

キ
リ
毛

ド
キ

　
　
　
　

§
軌

ミ
富

皀
ミ

ミ
画
・

 

き
⇔

苳
ミ
ミ
ミ

（

耄
団
頓

嘆

耄
02

》・
）

　
　
」
ぎ
ミ

竃一、
ミー
こ

ミ、
ミ
ミ

ミ
こ

（
ξ

篷」・♂
〜、
こ

三
ポ

、［．
歪
ロ
7

に

含’
o。
。

p

目

自
臼

ニ

ロ

髪

　
　
　
暫
同

」

魯〔
罫

＝．
髫

ゴ
＝u
一
軽
γ
（
一
G。

冒

ご

芝
＞
H

訣
畢
ゴ

H・
冨
け

鬚・
霞
o

冥
霞
9
易

　
　
　ト
夏゚

冨

三卜゚
・

＝

髫尸［苗
∴・
丱

』
モ
』
票一
（
崔

器）…
冥
邑

扈

ご

寡
3
男

g
」
昌

F
ヨ

毳゚

　
　
　
＜
c
ピ

∈
戸

」
門

貫
銅

kc
°
一
匹゜
亨
一

〇

銅

つ
OO

ε゚

　
　
へ丶
こ
こ

さ、
ミ、
ミ
』−、
寒
、

蕘
ミ

ミ
轟

崔
z

三轟
客

卜

菩
3

馨
昇
ρ

国

舜
o

言゚

No

一斤゚
一
弓噛

雪
广

　
　
　（
δ
一（〕
ご
（
ぎ
5【・
二・・，
ド
。

鼻

峯
薦゚
〔
動
物

學
雜

誌）
＜
。一゚

×

客

＝一

ぎ・

鏖
⇔・

　
　
　】）°
O

お゚

｝．一‘

×
’
「

ひ

己

篳

b。｝

 ゚

（
δ
一

〇

ご

O
隣

ヒ
δ
已

⇔一
S8

一圏
》

冨．
騨

P

　
　
　
擁
×
×
く
同

目゜
翆

プ
｝

⇔

邁
卓

客
弓

μ

O’
 

8G
。

18

毫
』
O
。。
1QP

倉
O
｝

一）°

　
本
種
は

印
度
（

匹
E
缶
饗
訟

レ
矍
E°

）

及
び

我

臺
灣
に

産
す
る

も
の

に
・
し

て
、

余
は

此

者
ら・
し

き
を

林

業
試
驗
塲
に

て
、

見
た
る

事
め

る

も、

精
檢
す
る

を
得
ざ
b
き

。

（

入
）

　
ツ
マ

グ
ロ

カ
マ

キ
リ
モ

ド
串

　

§
 
匙
龕
o
冬
ミ
自

瞎

乱
疑
魯

謬

ゑ

O
頃

幽

師

簟
e
唖
O°

辷
ミ
昏
雌）、ト
嵐

よ

ミ ヘ
ミ
ミ
§
3

鑑
博
》

只

旦

臼

o尸一
琶．
OoH

一゚

臣
鴆
μ

h5

岑゚

φ

巳
〜

日．
う】
受
ρ

＜
o冒゚

F
客

9
澣

づ

』
Hq
．

し．〕°
オ

尹
ゆ

疇
一
9

夛
」
ご
vO

閣（
6
δ）
20
ρ

づ「
匪
肩
5、
oou

）’

一

五
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（

論

　
　
設
）

　
O
日

本
産

擬
螺
鰯

耕
の

研

究

　
（

中

原
）

島

§
§

競
竇
s四
母

寒
ミ

O
霎
窰
o
目

p
麟

8冒．
鑓
騨

箏
（
動
物

學
雑
誌）
＜
。一曾
図

×

鼻

20
°
悼

爰嘘
歹

 

自’
（
竈
HO

ご

O
帽
♪

竃
o
月
o一
Noo

ド

臣
鐸

§

剴
斜

黐
×
呪

く
目゚

属
o°

日

ρ

や

器
P
（
お
＝）°

　

頭
部
黄
色

、

」
觸
角
茶

褐
色
に

し
て

三

十
以

上
の

節
を

有
す

。

そ

の

先
端
の

數

節
は

淡
色
な

り
。

顏
に
一

黒
横
條
を
有
し、

上

方
の

も
の

下
方
よ

り

太
く、

觸
角
の

基
部
を

横
ぎ
る、

後
頭
後
緑
黒
色

乃
至

黒
褐
色
な
る

も、

此
等
は

三

個
の

小

紋
に

分
離
す
る

こ

と

あ

り
。

複
眼
に

沼
ひ

淺
き
溝、

縱
に

走
る

も、

そ
の

幅
狹
し

。

前
胸
は

褐
色

、

や
云

黒
色
を

帯
ぶ

る

も
の

ビ、

深
黒
に

變
色
せ

る

も
の

等
、

榛
本
に

よ
b
大
い

に

差
違
あ
b

。

前
膨
部
は

黄
色、
そ
の

前
繰
頂
は

贋
く

（

他
種
に

比

し
）

黒
色
乃
至

黒
褐
色、

後
縁
の

班

練
は

褐
色
乃

至
黒
褐
な
う

。

頸
部
の

前
端
及
び

後
端
に

近
か

く、

二

個
の

小

突

蓮
を
列
べ

。

そ
の

色
黒

褐
或
は

茶
褐
色

な
り。

後
端
は

稍
震
く

黄

色
を
呈

す
。

申
胸
及
び

後
胸
は

黒
褐
乃
至

黒
色、

稜
賊
部、

援
稜

默
部
は

黄
色
乃
至

黄
褐

。

肢
は

淡
褐
乃
至

黄
褐

。

前
肢
腿

節
は

そ

の

中
央

廣
く

黒
色
を

呈
す

。

中
肢
後
肢
の

爪
の

先
端
は

五

齒

に

分

れ

た

う。

翅
は

透
明、

前
縁
に

沿
ひ

琥
珀
色
の
一

帯
あ
り
、

そ

の

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　へ

幅
翅
の
一
二

分
ノ

一

位
を
普

逋
ざ

す
れ

ご
、

時
に

樋
め

て

狹
く

且
つ

色
の

淺
き
こ

ビ

あ
り
心

前
角
の

部

分
は、

こ

の

禮
廣
く

翅

幅
の

李

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　一

を
占
め、

狹
き

も
の

な
き

が

如

6
。

兩
翅

第
一

徑
室
は

三

乃
至

五、

第
二

徑
室
は

三

乃
至

四
の

徑
小
脹

を

放
出
す

。

腹
部
は

黄
色。

第

一
・

第
二

節
は

暗

茶
色、

角
を

な
せ

る
一

斑

絞
あ
り

。

第
五・
第
六

節
の

後
宇
は

黒

色。

腹
面
は

黒

色、

數

節
の

縁
邊

黄
色
を
呈
で

。

但
し

腹
部
の

斑
紋
は

標
本
の

古
き

も
の

に

て

は

變
化
を

來
す
こ

ε

一
六

多
し

。

尾
端
の

附

屬
物
は
先
端
の

み

黒
褐
色
を
な
す

。

　
　
體
長、

　

二

〇

ー
二

二

粍
　
　
前
翅
長

、

　
一

入

ー
二

〇

粍

　
　
前
翅

幅
、

三・
五

−
四・
五

粍
　

前
胸
長

、

四
・

五

−
五・
五
粍

　
本

種
は

廣
く

本

州
に

汾
布
せ

る

も
の

よ

如
く、

余
は

只

井
口

宗

挙
氏
の

播
磨
の

標
本
三

個
を
有
す
る

の

み

な
れ
ご

も、

甞
っ

て

京

都・

曲
六

越・

美
濃
等
に

捕
確
踟

さ

れ
・
し

こ

ε

あ
b
蓬

云
へ

り
。

（

九
）

オ
ホ
ヵ
マ

キ
リ
モ

ド

キ

§
軌

§
自

皀
ミ
竇

（

℃）

嚇

＝
ミ

籍

畧
a

（

謡
戸

嘱

レ

開
鵠．

）

§
譯

§
嶺

憙
亀
§

冒

冒

霞
卸

q
。

詣

巨．
O
。

拝

》

聡
涓
臼

 

φ

質
く．

犀
昌
。一
く
。

ピ

芦
堵
c

』、
弓

』

＝層
団
一．
×
一

H甲
凱

陰゚

μ
⇔尊

費

  。

章

ぎ 
や

λ尸
O
一

〇）°

霞〜
ミ

夐

ミ
ミ

碁
貸
ミ

峯

O
野

卜
匿
o
→

P

ぎ
o
一矗

蜜
霹

α守゜
（
動
物

學
難｝
誌）
〈
o一。
図

図

員゚

宮

9

器
穿

や
訊

旨呻
（
冖
ヨ
O）噛

O
開

レ

腎

ヨ．
こ噛

§
o】．
〉

目
評

冒
山−
×

×
区

く
目
【讐
累
噌．

　

届｝
刷・聰
悼

竃−
（
一

〇一
ご゚

　

頭
部

蒲
黄

、

頭
頂
夲
か

な
り

。

ロ

部
は

黄
褐

。

眼
邊
に

沼
ひ、

淺

き

溝
を

縱
走
す。

觸
角
は

太
く、

基
部
の
二
、

先
端
の

三

節
の

淡
赭

黄
な
る

を

除
き

褐
色

。

四

十

節
を

具
ふ

。

基
部
に

灰

白
の

突
翹
【

個
あ
b

。

前
胸
は

長
く

、

且
つ

太
し、

暗
黄
褐
に

む
て

多
少
の

横
皺

あ

り
。

X
形
を

な
せ

る

褐
色

線
を

有
す

．

前
膨
部
あ

ま
り

顯
著
な

ら

す
。

頸
部
の

兩
端
に
二

個
つ

よ

あ
る

小

突
起
の

間
に
、

幽
か

に

黄
褐
條
を

有
す。

中
胸
及
び

後
胸
は

共
に

黄
褐

、

少・
し

く

赤
昧
を
帶

び、

稜
状
部
及

び

後
稜
状
部
は

や
主

赭
色
に

近
・
し

。

肢
は

暗
黄
褐

色、
某

節
は

そ
の

基
部
よ

り
三

分
の
一

の

所
に
て
、

次
自
色
の

琅
を

め

ぐ
ら

す
。

腿

節
（

前
肢
）

は

そ

の

緑
邊
及
び

基
部
内
方
の

み

橙
色

N 工工
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を
帯
ぶ

。

中
肢
及
び

後
肢
の

爪
の

先
端
は

三

齒
に

分
る
。

趨、

逶

明、

殆
ん

ご

無
色

。

脹
は

黄
褐
の

所
多・
し

、

各
そ
の

基
部
よ

り

前

線
に

沿
ひ、

淡
く

黄
褐
に

彩
ら
る

。

縁
紋
は

爾
趣
共
に

や
よ

淡
き

赭
黄
色

。

第
一

徑
室
は

前
翅
に

於
て

は、

五

乃
至

六、

後
翅
に

於

て

は

五
。

第
二

徑
室
は
、

前・

後」
翅

共、

五

乃
至
亠

ハ

個
の

徑
小
賑

を

放
出
す、

前
翅
前
繰
室
に

は

十
四

乃
至
十

五
の

横
脈

存

在
す

。

腹

部
は

や
≧

赤
昧
を
帶
び

た
る

黄
褐
に

し

て、

褐

色・
赭

色

等
の

斑

紋
、

殊
に

三

角
形
に

近
か

き
も
の
、

λ

形
の

も
の

等
も
め

り．

　
　

體

長

　

　
・
二

七
粍

　
　

前
翅
長

　
　
二

八

粍

　
　

前
翅
幅
　

　
　
九

粍
　
　

　
前
胸
長
　
　
　
八

粍

　

本
種
は

九
州
産
標

本
一

頭、

東
京
農
科

大

學
に

あ
り
。

未
だ

九
州

以

外
の

地
に

於
て

發

見
さ

れ

し

を

聞
か

す
。

　

岡
本
農
學
士
は、

本
種
を

9〜
§

§
ミ
ミ

屬
に

入

れ

ら
れ
・
し

も、

實
際
に

標

本
を
檢
す
る

時
は
、

此

屬
に

入
る

主

能
は
ざ

る

性
質
あ

b
．

之
ぽ

省
今
後
の

研

究
に

待
つ

可
き

問
題
な
る

が
、

兎
に

角、

　
一

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

本
種
を

　
O
登

§

§
ミ
ミ

　
に

入
る

弐

事
は

不
正

當
な

り
ご

云
ふ

可

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

’
し

。

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

今、

此
種
が

同

屬
の

特
徴
に

違
反
す
る

點

を

畢
ぐ
れ

ば、

　
　
　
　

　
一

、

前
胸
太
く、

前
膨
稲
左

迄
大
な

ら
ざ
る

事
、

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
二
、

中．
後
兩

肢
の

爪
の

未

端
三

齒
に

分
る

畫

事、

街
本
種
は

澄
界
に

於
て
、

最

も

大
形
な
る

も
の

よ

一

に

し

て、

寧

ろ、

寅
ミ
優

苺
。ヤ
§
ミ
§

屬
に

非
ざ
る

か

ご

思
は

る

主

も、

勿
論
此

の

屬
に

も
適
合
せ

す
、

或
は

新
屬
を
作
る

必

要
あ
る

や

も

知
れ

す
。

然
れ

こ
も、
・
今
之
を
決
定
せ

ん
こ

ビ

は、

非
常
に

困
難
な
る

を
以

　
　

（

論
　
　
説
）

　
O
日
本
産

擬
蟷
娜

科
の

研

究

　
（

中
原
）

つ

て
、

此

所
に

は

疑
問
を

存・
し

な
が

ら

も
、

Q
ミ

§

§

ミ
登

の

中
に

加
へ

置
く
こ
凸
こ

≧

なρ
し

た．
9

。

　

　

　

●
QoH

≡
工

趨
§
ミ

諱
§
ミ

巨

巳
罍
同

g
国

2

　

　

　

鏨μ
球

』
員

ぎ
ロ

』

葺゚

愚凾
静w
轟

畑
鰭

゜ 。

二
一

〇

δ）

　

　
へ
）「
6

冫
ツ冖へ）、「
二・
8〔
5
戸

室
瀬
（
動

物
學

雜
誌）
＜（・一

客
×

昌
賭
o．

璞
9
鬥）

翠
∫

凱

罪

　

　

　
♪
（
δ一
e

頭
部

常
形

。

觸
角
甚
だ
肥

大。

前

膨
部
極

め

て

大
き
ー、

前
胸

一

般
に

太
く、

且
つ

短
か

し
。

中

肢
及
び

後

肢
の

爪
の

先

端
は、
五

個
乃
至

七
個
の

齒
を

有
す

。

　

徑
室
は

凡
て

狹
く、

之
よ

り

出
つ

る

徑
小
脹
は

非
常
に

多
む

。

前

翅
に

於
け

る

幅
内
線
飯
は、

そ

の

先

端
に

於
て

、

叉
状
に

分

枝
せ

」

リ
。

　

余
は

未
だ

不
幸
に

し
て、

一

っ

も

本
屬
の

種
に

接
せ

す
。

岡
本

氏
に

從
へ

ば、

二

種
を
産

す、

余
は

そ
の

中
の
一

種
の

名
稱
に

就

て
、

多
少
の

意
見
あ
れ

ば、

そ
の

事
項
に

就

き

＝
言

し
て

置
か

ん

ご

欲

す
。

（

十
）

オ
ホ
4
ク
ビ
カ
マ

キ
リ
モ

ド

キ

　
　
　
自
自
o
』

摯
嵩
so
幅

魯

“

毳

亀
軌

魯

 

鷁
b
国
⇔、
同

eの

　
顛』
Q〜
ミト〔』
伽

N9

建

黷
轟

O
湊
§．
Hp

国
。

o一゚

崔

霞
λ

動
物

學

雜
誌）
＜
e一゚

×
》

〔

二一
冨
9

　
　
齪
97

鰤

嵩
ー

婁
コ・
客
く

冒甲

8
罫

吟−
C
曽
ε
…
O
丙

蓬
o
目
o

魯
09

鼻
冨「

　
　
頃
臼

図

客
図

謡
戸

》°
一
伊

 
こ・

O
戸り

（

6
＝
ソ

本
種
は

臺
灣
よ

り

發
見
せ

ら

れ
た
る

も
の

な
り

。一
七
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（

論
　

　
諡）
　
○
日

本
産

擬
蟷
螂

科
の

研

究
　
（

中
原
）

（

十
一
）

　
イ
ク
ビ
カ
マ

キ
り

毛

ド
キ

　
　
　
　

遷
自

亀
剛

ミ

煢
o

愛
慧
亀

罨

き
豊
旨

暫

e
腸
賢

謡
O
目
O

（ ●
U）

　
　
、
馬〔

建
ミ
ミ

ぎ

ミ
導
（

ミ
ミ
勢

G
賦

ζ
【

。

目

p
麟

皀゚

觜

隶
（
動
物
學
雑

誌
V

く
。】・

　
　
　
×

蚤
ご

蜜
』

瘁
唇嚠
置

。゚噌

コ’

峯「
員

昇
虧一

ウ
（一
り一
〇

ご

9^
》
字

5
弓

。

＆
。

。
H・

　
　
　

言
撃

田゚
区

装

図

貞
【
』
二
⇔

も゚
｝
W

貫
（

§
一

γ

　
本
種
に

記

事
の

上
に

て、

よ

く
一

致

す
る

も
の

二

種

あ
b、
即

ち、

一
、

自
自

§

識

竜
象

蠱

覧
§
曽

射

ビ
国

折
　

：．・
：・
：・

…・．

小
亜
翻凹
椏
ー

ー
薪

二
・

鵠

§
罰

§

§
ミ

嘘

ミ
ミ
象

固

蜜）

舅
已
一

客

　・．・

北
部
セ

レ

ペ

ス

岡
本
學
士
は

、

§
ミ
誹

ご

は、

體
色
及
び

斑
紋
に

相
違
あ
る

を
逋
べ

ら
れ
し

も、

隠

き
・

に

就
て

は
、

云
ふ

所
な・
し

．

余
は

隅

一

入

然
に

も、

竃
竜
帖

》

§
§

ε

嘘

ミ
a
ミ

嬉

が
、

記
賊
の

上
に

て、

非

常
に

酷
似
せ

る

に

心
付
き

だ

る

が、

何
分

標
本
な

き

を
以

つ

て

之

を
斷
定
す
る

に

苦
し
む

も

の

な
り

。

唯、

此

兩
者
は、

全
く

同
一

種

に

非
す
ご

も、

互

に

變
種
的
の

賜

係
あ

る

や

も

知
れ

ざ
 

ば、

此

所
巳

て

は

疑
を

存
し
な
が

ら

も、

岡
本
氏
の

名
稱

を

用
ひ

た
る

次

第
な

む
。

　

余
は
日

本
産
擬

蟷
螂
科
を
十
一

種
こ

せ
・
し

も．

未
だ
此
科
に

は
、

研
究
の

餘
地

あ
り

。

從
っ

て

後
來
の

研
究
に

よ
り
、

更
に

訂
正
ご

追
加
こ

の

行
は

る

タ

事
明
か

な
り

ご

す。

　

　

　

　

（

完
）

U

「
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